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－窮途末路の図書館の明日は－窮途末路の図書館の明日は
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平成24年2月10日（金）第4回 SPARC Japan セミナー2011@富山大学 黒田講堂

◎◎ 目次目次◎◎ 目次目次

1. NIMS2. NIMS専門図書館3. 研究独法図書館コンソーシアムJNLC.JP4 日本学術会議
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4. 日本学術会議5. 第四期科学技術基本計画

窮途末路 実証
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人を取り出す

オープンアクセス
ジャーナルから
日本語化、紙化
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◎◎ ＮＩＭＳ専門図書館ＮＩＭＳ専門図書館◎◎ Ｓ専門図書館Ｓ専門図書館

年間予算 1.8億円
書籍約23,000冊（Eブック含む）

オ イ ジ 約 タイオンラインジャーナル約700タイトル

製本雑誌約400タイトル

データベース13件 セルフ貸し出し・返却
jp

３地区、職員 8名（うち図書専任３名）
職員規模は約1500人、約20%が外国人

セルフ貸し出し・返却
m

s.
go

.j 職員規模は約1500人、約20%が外国人

来館者数は一日に述べ５～１０名程度、図書設備は巡回制

セルフが基本
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i セルフが基本
ＩＤカードによる入退室認証とウェブカメラ監視の導入により２４時間の設備利用

セルフ貸し出し・返却
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◎◎ ＮＩＭＳ専門図書館ＮＩＭＳ専門図書館◎◎ Ｓ専門図書館Ｓ専門図書館
－されど、無い袖は振れぬ－されど、無い袖は振れぬ

Infra & 

th

図書費の内訳 (2011)

Books
Databases

others
3% 

jp

Journals ‐
Japan

1% Databases
18%
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Journals ‐
Overseas

76%

Japan
2%
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i 76%
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◎◎ ＮＩＭＳ専門図書館ＮＩＭＳ専門図書館◎◎ Ｓ専門図書館Ｓ専門図書館
－－されど、無い袖は振れぬされど、無い袖は振れぬ

オンライン版への完全移行
紙版しかないジャーナルは中止

紙版からオ イ 版移行 際 上 値幅がある雑誌は中止紙版からオンライン版移行に際して20%以上の値幅がある雑誌は中止

学会の会誌は中止

無料期間を設定している学会誌は中止

jp

新規購読雑誌の根拠明示化
“インパクトファクタが高い”だけでは不十分

m
s.

go
.j インパクトファクタが高い だけでは不十分

研究者自身が想定読者規模を募る

読者層が偏っている領域は、領域研究ユニットからも支出依頼
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i

寄贈制度
書籍も雑誌も皆で共通化できる図書は寄贈募る
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◎◎ 研究独法図書館コンソーシアム研究独法図書館コンソーシアム◎◎ 研究独法図書館 ンソ シアム研究独法図書館 ンソ シアム
－－JNLC.JPJNLC.JP

2007年設立
電子ジャーナルライセンス購入

契約・調達・会計監査情報

メンバ共有サイト JNLC.JP

文部科学省 経済産業省 環境庁 農水省

jp

文部科学省、経済産業省、環境庁、農水省
物質・材料研究機構、 167 億、 873 人

学技 究 億 人

m
s.

go
.j 防災科学技術研究所、 83 億、 196 人

放射線医学総合研究所、 117 億、 511 人

理化学研究所 951 億、 3 107 人

w
w

w
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i 理化学研究所、 951 億、 3,107 人

海洋研究開発機構、 402 億、 925 人

日本原子力研究開発機構、 1848 億、 4,683 人
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ほか、計１４機関

◎◎ 研究独法図書館コンソーシアム研究独法図書館コンソーシアム

Natl Res Inst LibrariesUniveristy Libraries
大学図書館 研究所図書館

◎◎ 研究独法図書館 ンソ シアム研究独法図書館 ンソ シアム
－－JNLC.JPJNLC.JP

Natl Res Inst Libraries

National Univ.
(91)

Public Univ.
(79)

Private Univ.
(520)

Gov. Res. Inst.
(9/104)

Univeristy Libraries

国立研究所国立大学 公立大学 私立大学

Association Japan Association of
National University

Libraries

Council of Public
University Libraries

Japan Association of
Private University

Libraries

Japan National Research
Institutes Library

Consortium

jp
Established 1967 1955 1938 2008

2000 2008
JANUL JNLC

E-Journal Consortia
- Consortia

2003
PULC

im
s.

go
.j 91 16

24 55 318 4

- Collaboration among
research institutes funded

Collaboration Japanese Coordinating Committee for University Libraries

- Members
- Publishers

374

w
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i research institutes funded
by the Japanese
government

- 1982 launched
- Collaboration and coordination of common matters.

- Information exchanges

Activities
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Source: JNLC.JPSource: Makoto Nakamoto, Administrative Director, Waseda University, 2010 Nov
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◎◎ 日本学術会議日本学術会議◎◎ 日本学術会議日本学術会議
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◎◎ 第四期科学技術基本計画第四期科学技術基本計画◎◎ 第四期科学技術基本計画第四期科学技術基本計画
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◎◎ 窮途末路の挑戦窮途末路の挑戦◎◎ 窮途末路の挑戦窮途末路の挑戦
－受益者負担の考え方－受益者負担の考え方

ブアーカイブ（過去論文）よりカレント（新着論文）
先端研究はカレント

情報確認にアーカイブ

1. どの雑誌が今の

jp 研究情報基盤を‘分担する’
研究に必要なの

かを考える
2 研究にコスト意識

m
s.

go
.j

1. 研究ユニット単位で年間徴収案

2. 研究者個人単位で論文単位購入

2. 研究にコスト意識
も必要
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3. 研究所全体の共通部分（アーカイブ、データベース、インフ
ラなど）
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◎◎ 窮途末路の挑戦窮途末路の挑戦◎◎ 窮途末路の挑戦窮途末路の挑戦
－受益者負担の根拠－受益者負担の根拠
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◎◎ 学術コミュニケーションの将来学術コミュニケーションの将来◎◎ 学術 ミ ケ ションの将来学術 ミ ケ ションの将来
－ビックディール脱却なるか－ビックディール脱却なるか

普遍的なこと
学術誌はなくならない（ボイコットしても問題は解決しない）

学術誌は研究と相互作用しながら価値を持つもの（形状
や様式、分野、査読コミュニティ、人類にとっての科学）

jp いかにも起こりそうにないこと

m
s.

go
.j いかにも起こりそうにないこと

論文著者のセルフアーカイブ（機関リポジトリ）による脱ビ
ックディールの将来
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i ックディ ルの将来

世界の学術誌出版ビジネスが疲弊して淘汰される将来

ht
tp

://
w

◎◎ 学術コミュニケーションの将来学術コミュニケーションの将来◎◎ 学術 ミ ケ ションの将来学術 ミ ケ ションの将来
－普遍性と－普遍性とOAOAという相互作用という相互作用

Researchers / authors

Article Processing Charge (APC)
• Society journals (ex APS JJAP) Free to read (ex arXiv NIMS OA)

Free to read (ex. APS, PLoS, Springer)

Researchers / readers

Free

Society journals (ex. APS, JJAP)
• Library journals (ex. PLoS)
• Publisher journals (ex. Springer)

Free to read (ex. arXiv, NIMS‐OA)
Pay to read (ex. APS‐LaTeX, Elsevier, JJAP)

jp

Publishers

Free
• Society journals (ex. APS‐LaTeX)
• Library journals (ex. NIMS – gold OA)
• Publisher journals (ex. Elsevier)

h ( )

im
s.

go
.j • Researchers community (ex. arXiv)

• Subscription Fee (ex. Big Deal)
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i Intermediaries (Subscription agents, 
Library consortia, CERN …)

• APC funding (ex. SCOAP3, arXiv)
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Libraries

APC funding (ex. SCOAP3, arXiv)

◎◎ 学術コミュニケーションの将来学術コミュニケーションの将来◎◎ 学術 ミ ケ ションの将来学術 ミ ケ ションの将来
－ビックディール（中毒）からのリハビリテーション－ビックディール（中毒）からのリハビリテーション

研究者に提案
論文単位の選択肢（プリペイド、レンタルやPPV）
外部研究資金（テーマと期間）に必要な雑誌個人・グルー
プ購読

jp

出版社に提案
カスタマイズパッケージ

m
s.

go
.j カスタマイズパッケ ジ

個人／グループ購読への柔軟性ある価格設定

図書館でできそうなこと
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i 図書館でできそうなこと
購読モデルの最適化

個 グ プ 機 購読 版社 次ぎ
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個人／グループ／機関購読ー出版社の取り次ぎ


